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論文の内容の嚢旨
　原子核は申問子交換により生じる核力により核子が東縛されている系である。有隈な原子核系の諸性質を理解
するために，中聞子論に基づく平均場近似が原子核の殻構造の墓礎を与え，有用である。相対論的平均場近似は
原子核の飽和性などを説明し，原子核構造の基礎的な理論として注目されている。しかし，相対論的場の量子論
を用いて，多体問題を解くと，多くの問題が生じる。そのうち最も大きな問題が負エネルギー核子の存在に関す
るものである。
　本論文で著者は，有限原子核系について，正エネルギー核子のみならず，負エネルギー核子も考慮して，相対
論的平均場方程式を解いて，原子核の性質を解明し，負エネルギー核子の寄与を解析する。そのため，まず，有
隈系に関して核子密度とエネルギー密度の繰り込みを行う方法を考察する。そして，波東基底で平均場ハミルト
ニアンを対角化して，原理的に無隈個の粒子からなる多粒子系内の各粒子の一粒子エネルギーを求める方法を開
発した。このようにして，有限原子核内の正エネルギー核子のみならず負エネルギー核子についても一粒子状態
を決定した。
　この研究の結果，負エネルギー核子を考慮しない平均場理論（MlFT）では，スカラー中間子場とベクトル申
問子場がともに大きな値となっていたが，負エネルギー核子を考慮する相対論的ハートリー近似（RHA）では，
スカラー場とベクトル場がともに小さくなる。そのため，RHAでは，スピン・軌道相互作用による順位分離の
理論値が小さくなり，妥当な値となった。負エネルギー核子の束縛エネルギーの値も従来の値よりも小さくなり，
反陽子の生成現象における知見に合致する結果を得た。
　また，本論文において，核内の核子問中間子交換力が陽子一反陽子型真空偏極により受ける補正を解析した。
その結果，核内では真空偏極のために中間子交換力の強さが弱まり，到達距離が長くなることを見出した。これ
は上述のRHAの計算結果と定性的に合致する。有限核に場の理論を適用するとき従来用いられてきた局所密度
近似や微分展開法などの方法の妥当性も検討して，これらの近似の欠点を指摘した。
審査の結果の要旨
本論文は原子核理論の基本的な枠組みである相対論的中間子論における負エネルギー核子の問題を解明し，原
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子核理論の一つの課題を解決した。この結果は原子核研究の今後の発展に大きな寄与をするものと期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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